けに 私達の 秘密 生活 は、 百パ— セントの 安全率 を 保有 

している 訳で あつたが …… 。 

ところが この 「百パ —セントの 安全率」 がソ ックリ 

そのまま 「完全なる 犯罪」 の 誘惑と なって、 私に 襲い 

かかる ようにな つたの は、 それから 間もなくの 事で 

あった。 …… 二人の 秘密 生活が はじまつ てから 一週間 

も 経たない うちに、 彼女の 性格の 想像 も 及ばぬ 異常 さ 

が、 マ ザ マ ザと 私の 眼の 前に 露出し はじめてからの 事 

であった。 

彼女 は 何の 飾り も 無い、 殺風景な ァ バラ 家の 中で 

ホット. イス キ ー を 作るべく 湯 を わかして 私 を 待つ て 



それで 結構で ある。 

ところで その 私が、 現在、 ここで 係官の 許可 を 得て、 

執筆して いるの は、 そんな 新聞記事の 範囲に 属する 告 

白で はない。 又は 警察の 報告書 や、 予審 調書に 記入 さ 

るべき 性質の 告白で もない。 すなわち、 その 新聞記事 

や、 予審 調書に あらわれて いるよう な 告白 を、 私が ナ 

ゼし たかと いう 告白で ある。 …… 事件の 真相の モウ 一 

つうら に 潜む、 極めて 不可思議な 恐ろしい 真相の 告白 

である。 …… すべての 犯罪 事件 を 客観的に 考察し、 批 

判す る 事に 狎れ た、 頗る 鋭利な、 冷静な 頭の 持主で も 

意外に 思う であろう …… 光明の 中心 x 暗黒の 核心 = X 



にぶつ かつ た 害と 考えられる。 

ところが 不思議な 事に、 ザ J の 事件 を 担当した 警察官 

や 裁判所の 連中 は、 コンナ 事 を テン カラ 問題に してい 

ない らしい。 現在 私 を 未決監に プチ 込んで いながら、 

この 点に 関して は 一 人 も 疑問 を 起した ものが 居な いら 

じんもん 

しい。 それ はこの 点に ついて、 私に 訊問した 事が 一度 

も 無い …… という 事実が、 何よりも 雄弁に 証拠立てて 

いる。 

しかし 考えて みると これ は 無理 もない 話で ある。 彼 

等 は 私の 自白に スッ カリ 満足して しまって、 ソレ 以上 

の 事に 気が付かないで いるの だから …… 。 彼等 は 要す 



女の 声が、 ゆく りなく も 障子 越しに 聞え て 来た。 私 は 

その 声 を 聞く と 新聞から 眼 を 離した。 …… ハテ …… ど 

こかで 聞いた ような …… と 思い思い 新聞 を 見る ふり を 

して 聞く ともなく 聞いて いると、 それ は 顔馴染みの 警 

視 庁の T 刑事と、 下宿の 女将の 話 声だった。 

「フ —— ン …… 何 かその 男に 変った 事 は 無い かね …… 

近頃 …… 」 

どうまごえ 

T 刑事 は 有名な 胴間声で あ つ た。 

「ィ イエ。 別に …… それ ぁキ チョウ メンな 方です よ」 

女将 も 評判の キン キン 声で あつたが、 きょうは 何と 

なく 魘 びえ ている 様子 …… 。 



私 は 新聞紙 を 夜具の 上に 伏せて、 天井の 木目 を 見な 

がら 一心に 耳を澄ました。 大丈夫 こっちの 事で はない 

…… と 確信しながら …… 。 

「フ —— ン。 身ぶ り 素振り や 何 かの チ ヨットした 事で 

もい いんだが …… 隠さずに 云って もらわん と、 あとで 

困 るんだ が」 

お つ しゃ 

r ええ そう 仰 有れば あります よ。 チ ヨットし 

た 事です けど も …… 」 

「どんな 事 だえ」 

「 」 

女将の 声が 急に 聞え なくなった。 T 刑事の 耳に 口 を 



寄せて 囁いて いるら しい 気 はいで あつたが、 ジッと 

耳を澄ま している 私に は、 そうした 芝居 じみた 情景が 

アリア リと 見透かされて、 何となく 滑稽な 気持ちに さ 

えなった。 …… と 思う うちに 又も、 T 刑事の 太い 声が 

筒抜けに 聞え 初めた。 

「 …… ゥ —— ム …… 。 いつも 鏡の 前 を 通る たんびに 

チ ヨット 立ち止ま るんだ な。 ゥン ゥン。 そうして ネク 

タイ を 直して、 色男ら しい 気取った 身振り を 一 つして 

シャッポ を 冠り 直して 降りて 行く。 …… それが この頃 

その 鏡 を 見向き もしない。 色つ ぼい 男 だから、 そんな 

癖 は 女中が みんな 気を付けて 知っている …… この 一 週 



と 考えながら 裏口の 階段に 続く 廊下 を、 もしゃと 疑 

いながら 曲り 込む と、 果して そこに 立って いた …… 張 

り 込んで いたに 違い無い A という、 やはり 警視庁の 老 

刑事に バ ッ タリと 行き 合つ てし ま つ た。 

私 は その 時に ハツと 眼 を 丸く して 立ち竦んだ …… よ 

うに 思う。 何故かと いうと この A という 老 刑事が 出て 

ほと 

来る 事 は、 殆んど 十中八九まで 確定した 犯人 を 逮捕す 

る 時に きま つ ていたの だから …… そうして あの 晚 見た 

鏡の 中の 自分の 姿 を、 その 瞬間に チラ リと 思い浮かべ 

たように 思った から …… 。 

ぶしょうひげ 

A 刑事 はゴ マ 塩の 無性 髭 を 撫でながら 二 ッコリ と 



「そ …… そんな 事 じ やない よ。 君 は 新聞社の 人間 じ や 

なレ 力」 

私 は 腹の 中で 凱歌 を あげた。 ここで この 刑事 を 憤ら 

して、 遮二無二 私 を 捕縛 さしてし まえばい よいよ 満点 

である。 

「だって そうじゃないで すか。 何でも無い 用事だった 

ら 電話 を かけて くれた 方が 早い じ やないで すか。 まだ 

社に 出る 時間 じ やな いんです から 直ぐに 行ける じゃあ 

リ ません か」 

老 刑事の 顔から 笑いが 全く 消えた。 疑い深い 眼 付き 

を ショボ ショボ さして、 モウ 一 薆私を 見上げ 見下した _ 



ら帰リ にあの 家の 前 を 通って 行く じ やろう。 それから 

手口が 非常に 鮮 かで 何の 証拠 も 残って おらん。 よほど 

頭と 腕の冴えた 人間で、 手筋 をよ く 知っている 人間の 

仕事に 違わん というので、 極 秘密で 研究した 結果 君に 

札が 落ちた の だよ。 別に 証拠が ある 訳 じ やない。 だか 

ら 出る 処に 出れば キット 証拠 不充分になる。 これ は 絶 

対に 保証 出来る。 ええ かね。 わかつ とる じ やろう …… _ 

これ は 職務 を 離れた 心持ちで、 君 を 助けたい ばっかり 

に 云う 言葉 じ やから 信用して くれん と 困る。 君 は 頭が 

ええから 解る じ やろう。 わし も 君に は 今まで 何度も 何 

度 も 仕事の 上で 助けて もらった ことがあ るから ナ …… 



ナ …… 」 

ァ J の 言葉 の ゥラに 含まれて いる 恐るべく、 憎むべき 

罠が 見え透かない 私じゃなかった。 同時に その 裏を搔 

いて 行こうと している 私の 方針 を 考え て 、 思わず 微笑 

したくな つた 私であった。 

しかし 私 は、 そんな 気ぶ り を 色に 出す ような へ マ は 

ちょ つ と 

しなかった。 そんな 甘口に 引つ かかって 一寸で も 躊躇 

したら、 その 躊躇が そのまま 「有罪の 証拠」 になる 事 

を 逸早く 頭に 閃め かした 私 は、 老 刑事の 言葉が 終る か 

終らない かに、 憤然として 云い 放った。 

「 …… 駄目です。 冗談 は 止して 下さい …… 僕 を 引つ 



老 刑事 は 私が 思って いたよりも 強い 力で、 素早く 私 

の 肩 を 押えて 引き戻した。 そうして ラケットと 靴 を 

ちょ つ と 

持った 両手 を ホンの 一寸た たいた と 思ったら、 バッチ 

リと生 あたたかい 手錠 を かけて しまった。 …… と …… 

私の 背後の 縁側から T 刑事と、 モウ 一人の 新来ら しい 

若い 刑事が、 待ち構えて いたよう に 曲り角から 出て 来 

て、 私の 背後に 立ち塞がって しまった。 

私 は その 中で も 見知り越しの 二人の 刑事の 顔 を、 わ 

ざと 不思議 そうに 見 まわした。 それから 如何にも 面目 

かっこう ひょうし 

無い 恰好で グッ タリとう なだれる 拍子に、 思わず ヨロ 

ョ 口と よろめいて 横の 壁に ド シンと 背中 を 寄せ かける 



と、 あとから T 刑事が ッ カツ 力と 近寄って 来て、 チヨ ッ 

ト お辞儀 をす るよう に 私の 顔 を視き 込んだ。 そうして 

あわ 

私 を憫れ むように …… 又は 云い 訳 をす るよう に、 見え 

透いた 空笑い をした。 

「ハ ハハ ハハ。 今の 芝居に 引つ かかった ね」 

「 」 

「 … … 相手が 君 だと 滅多に ボロ を 出す 気づ かいは 無い。 

かま 

トテ モー 筋緦 では 行くまい と は 思った が、 チ ヨット 鎌 

を かけたら 案外 引つ かか つ て くれたんで 助かった よ。 

まあ 諦めて くれ 給え。 決して 悪く は 計らわな いからね 

…… 元来 知らない 仲 じ やなし …… ハハ ハハ …… 」 



そう 云う T 刑事の 笑い声が 終る か 終らない かに、 頭 

を 下げて いた 私 は 突然、 脱兎の ように 若い 刑事の 横 を 

スリ 抜けて、 二階 廊下の 欄干に 片足 を かけて 飛び降り 

ようとした。 無論、 自殺の 恰好で …… それ を 若い 刑事 

にシッ カリと 抱き止められ ると、 そのまま 両手の 手錠 

を、 眼の 前の 欄干へ 砕けよ と 打ち付けながら、 泣き声 

を 振り絞って 絶叫した。 

「 …… 噓 です …… 噓 です …… 間違いです …… この 手錠 

を 取って 下さい ッ …… 冤氍 です。 僕 は 無罪です。 …… 

僕 は あの 女 を 知って ます。 けど も 関係はありません。 

どこに 居る かさえ 知らなかった …… 僕 は …… 僕 は毎晚 



合った まま、 無限 の 谷底 をグ ン グ ン 落ち込ん で 行く よ 

うな 感じが した。 気が 遠くな つ てフ ラフラと 倒れそう 

になった。 

それ を 一 生 懸命の 思いで 踏み こたえながら 私 は、 鏡 

の 中の 自分の 姿に 向って 一 歩 踏み出した。 今にも 真暗 

くな りそうな 瞳 をシッ カリと 据えながら、 この 世 限り 

の 憎々 しい 表情 を 作って 自分の 顔の 鼻の 先に 近づけた。 

思 い 切り 顎 を 突き出し て 見せた。 

「 …… ォレ ダョォ ォ J 



底本 ： 「夢 野久作 全集 8」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1992 (平成 4) 年 ー 月^日 第 ー 刷 発行 

※ 「気持」 「気持ち」 の 不統一 は 底本の ママと した。 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 柳 沢 成 雄 

2 000 年 4 月 2 日 公開 

2 o o 6 年 3 月 !；2 日廣王 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



